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 ６⽉１９⽇に、⼤斎原にて森林学習でキャンプに

来ていた⽥辺市⽴新庄第⼆⼩学校２２名に⽥辺市⽴

本宮⼩学校の６年⽣１２名が熊野本宮地域の魅⼒を

伝える語り部が⾏われました。

 総合的な学習の時間の取り組みとして毎年⾏って

いる語り部学習。写真パネルを使いながら新庄第⼆

⼩５年⽣の⼦どもたちに世界遺産に登録されている

資産の説明や、本宮の良いところなどを説明した

り、⿐かけ地蔵の⼨劇をしたりするなどあっという

間の時間となりました。

 発表者は、声の⼤きさや写真パネルに指をさすな

ど聴く⼈が分かりやすい⼯夫をしていた。聞き⼿

は、⼀⽣懸命メモを取る姿が⾒られ、お互いに素晴

らしい時間となったのではないでしょうか。

 

⿐⽋地蔵の劇が⾯⽩く、怖さ

も伝わってきて良かった。

 熱⼼に熊野や⼤斎原のこと

を教えてくれて嬉しかった。

�（新庄第⼆⼩ 児童）

話し⽅に⼯夫があり、とても

聞きやすかった。きっと、私

たちのためにたくさん練習し

てくれたんだろうなあと思っ

た。（新庄第⼆⼩ 担任）

 

 学習後、お互いが緊張している状況の中、インター

プリターの2⼈が場をほぐすためにアイスブレイクと

学校別クイズ⼤会を⾏った。⾦さんは、体を動かしな

がら⼀体感を感じる遊びを、中川さんは、語り部学習

で学んだことをクイズにして競う形に。⼦供たちは⽬

の⾊を変えて答えを友だちと話し合って答えていた。

緊張している場が笑顔に変わり、短い時間ではあった

が楽しい交流の場となったのではないでしょうか。
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 半年ぶりなので、緊張したところもありましたが、本

宮のよさをしっかり伝えられたと思います。新庄第⼆⼩

からこのような機会をいただいたことは感謝していま

す。これまでの活動を聞きたいと思う⼈たちがいるとい

うこと、本宮でしか学べない特別な学びにプライドを持

って欲しいとお話しされていました
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本宮⼩児童が語り部

交流することで⽣まれる⼀体感語り部を受けての感想

本宮⼩学校 ⽥中校⻑先⽣の感想

語り部を行った大斎原に向かう子供たち
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